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いつも新しい流れがある  市川

　テレワークなどの新しい生活様式が普及し地域で過ごす時間が長くな
る中で、自分のまちの歴史や文化などに目をむけることでその魅力を再発
見できれば、これまで以上に地域に関心を持っていただけるようになるで
しょう。
　その関心をきっかけに人々が出会い、そこを起点に新たな活動が生まれ
れば、まちが他人事から自分事に変化し、地域生活はますます豊かなもの
となり、まちへの愛着や誇りが育まれると思います。
　そのために、本市の魅力や取り組みを情報発信していくとともに、市民
のみなさんが交流できる場所を作り、地域と市民をつないでまいります。
　これからも住み続けたい、住んでみたいと思っていただけるよう、本市の
持てる力を最大限に発揮して市政運営に取り組んでまいります。

市川市長　村越　祐民

　春の息吹が感じられる季節となりました。新型
コロナウイルス感染症との闘いは続いていますが、
大切な人を守りたいという気持ちや行動がこの闘
いに打ち勝つ原動力となるはずです。
　市民のみなさまには引き続き感染防止対策への
ご協力をお願いするとともに、私たちもこの危機が
早く終わるよう全力で職務にあたってまいります。

　今回のコロナ禍は市政を見直す手がかりとなりました。
　市長に就任して以来、「誰もが自分らしく暮らせる豊かなまち」に向け、
施策に取り組んできました。それは、あらゆる人が社会に受け入れられる
とともに個性が尊重され、社会とのさまざまな関わりの中で健康的かつ文
化的な生涯を送ることができるまちです。
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6　4月1日からごみの新収集体制が始まりました

9　住宅耐震関係・ブロック塀等除却事業の申請受付開始
  7　4月から行政組織の一部を改正

10　市民スポーツ教室に参加しよう
  8　早期発見のためのがん検診を

11　いちかわ文芸
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